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佐藤博樹・大木栄一編『人材サービス産業の新しい役
割─就業機会とキャリアの質向上のために』

� ………鶴　光太郎　659
筒井美紀・櫻井純理・本田由紀編著『就労支援を問い

直す─自治体と地域の取り組み』
� ………酒井　　正　659
松山一紀著『日本人労働者の帰属意識─個人と組織

の関係と精神的健康』�………………西田　豊昭　659
渡辺深著『転職の社会学─人と仕事のソーシャル・

ネットワーク』�………………………安田　　雪　660
吉田輝美著『感情労働としての介護労働─介護サー

ビス従事者の感情コントロール技術と精神的支援の
方法』�…………………………………久保　真人　660

デイヴィッド・ウェイル著『分断された職場─大衆
の労働条件低下の原因とその改善策』

� ………仲　　　琦　661
野村正實著『学歴主義と労働社会─高度成長と自営

業の衰退がもたらしたもの』�………矢野　眞和　662
高橋賢司著『労働者派遣法の研究』
� ………橋本　陽子　662
山本勲・黒田祥子著『労働時間の経済分析─超高齢

社会の働き方を展望する』�…………神林　　龍　662
山田信行著『社会運動ユニオニズム─グローバル化

と労働運動の再生』�…………………篠田　　徹　663
岩佐卓也著『現代ドイツの労働協約』
� ………緒方　桂子　663
居神浩編著『ノンエリートのためのキャリア教育論
─適応と抵抗そして承認と参加』

� ………尾川　満宏　664
上林千恵子著『外国人労働者受け入れと日本社会─

技能実習制度の展開とジレンマ』

� ………中村　二朗　664
森川美絵著『介護はいかにして「労働」となったのか
─制度としての承認と評価のメカニズム』

� ………藤崎　宏子　665

（読書ノート）
佐藤千登勢著『アメリカの福祉改革とジェンダー─
「福祉から就労へ」は成功したのか？』

� ………原　ひろみ　658
大森真紀著『世紀転換期の女性労働─1990 年代～

2000 年代』� …………………………村尾祐美子　662

（論文 Today）
「多種多様な人の仕事の意義─理論フレームワーク

の提示」�………………………………中野　浩一　654
「フランスにおける労働裁判所改革の議論」
� ………小山　敬晴　656

「産前産後休暇制度の拡充と母親の労働市場における
アウトカム」�…………………………内藤　朋枝　657

「21 世紀に必要な能力はどのようなものか」
� ………安永　正夫　658

「大学におけるインターネット講義は生の講義よりも
優れているか？ 実験的手法を用いた検証」

� ………中村　亮介　659
「社員紹介による採用が企業にもたらす価値」
� ………深井　太洋　660

「知覚された組織的支援の観点からのタスクパフォー
マンスと創造性の説明」�……………佐藤　佑樹　661

「職業能力不足解雇をめぐる問題」�…古賀　修平　662
「企業は人材配置の際，内部労働市場と外部労働市場

をどのように組み合わせているのか？」
� ………小泉　大輔　663

「父親とフレキシブルな育児休業」�…鶴薗佳菜子　664
「好調なスタートか？ 産前産後休暇制度の拡充が子供

に与えた影響について」� …………茂木　洋之　665

（フィールド・アイ）
米国からみた日本の家族と仕事の変化（米国から③）
� ………永瀬　伸子　654
労働運動の「再生」（米国から①）�…長松奈美江　656
現代の労働組合運動（米国から②）�…長松奈美江　657
国際比較の視点からみる労働問題（英国から）
� ………長松奈美江　658
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自転車泥棒とドイツ（ドイツから①）
� ………島田　裕子　659
インターンと最低賃金法（ドイツから②）
� ………島田　裕子　660
ドイツのミュージアム従業員の賃金（ドイツから③）
� ………島田　裕子　661
今なぜニュージーランドなのか（ニュージーランドか

ら①）�…………………………………廣石　忠司　662
Tall�Poppy�Syndrome と格差社会（ニュージーラン

ドから②）�……………………………廣石　忠司　663
福祉大国？─How�about�Social�Welfare�in�NZ?
（ニュージーランドから③）�………廣石　忠司　664

英国におけるコーポレイト・ガバナンス（英国から①）
� ……八代　充史　665

（発表）
第 38 回（平成 27 年度）労働関係図書優秀賞�……665
第 16 回（平成 27 年度）労働関係論文優秀賞�……665


